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題字　吉岡彌生

昨今、日本各地が自然災害に次から次へと襲われ
ておりますが、鴨長明や日本の歴史を顧みても、地
震、洪水、台風、火山噴火等の天災を繰り返し経験し、
多くの災害に尊い命を奪われても、再起して復興す
る人間のたくましさも驚異といえます。
平成 27 年 5月 29日にご逝去された山﨑倫子先生

を尊敬し、ゆるぎない信頼を寄せていらした元副会長
の石原幸子先生に、山﨑先生が生前お約束をされた
ご寄附が日本女医会へ遺贈されました。先生のご主
旨は『若い医学徒の学術研究助成のために』とされ
ております。また、先生の温かくお優しい心遣いの反
面、女医会に対して厳しいご指摘もあったようです。
「私には国際女医会からニュースレターが届けられて
いるけれど、日本女医会誌には載せないのかしら」と、
心配をされていたとのことでしたが、平成 26年 10月
からはNC報告のページに加えて、ニュースレタ�ーを
掲載しております。
先生の生前歩まれた歴史を顧みますと、幼少期か

ら英語の時代到来を確信していた父上の薫陶を受け
て、哈

ハ ル ピ ン

爾濱のブリティッシュスクールで教育を受けら
れました。国際的にご活躍される基礎を身に付けら
れ、国連総会の席上、ご自分の考えをご自分の言葉
で 40ページにも及ぶレポートとして発表されており

ます。多くの代表は、外務省が作成したレポートを読
み上げるだけだと嘆かれておられました。その意味で
も若き医学徒に目指してほしいお気持ちを、日本女医
会に託されたと思われます。先生は日本女医会の副
会長、そして会長を歴任され、本会をしっかりした組
織にまとめることにご尽力されました。
新たに設立された溝口昌子賞の募集がこの度始ま

りますが、溝口先生もまた、質実剛健、偉大な女性
医師の代表といえる方でした。溝口昌子賞は「男性
医師との関わりの中で、若くから上を目指す女性医
師の賞」ですが、山﨑倫子先生からのご寄附もまた、
先生のご遺志に沿うよう山本纊子会長以下、理事会
に於いて検討して参りたいと存じております。
これらの賞をきっかけに、未来に向けて強い信念を

もった、医師という命を預かる素晴らしい女性医師が
ますます誕生することを願っております。
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研究課題

小児期発症１型糖尿病患者に対する
非侵襲的な血糖モニタリングの開発

滋賀医科大学解剖学講座生体機能形態学部門准教授

岡野純子

〈目的・方法〉
本研究では、非侵襲的で簡便な血糖モニター指標
候補として、高血糖が引き起こす皮膚バリア機能の
喪失と皮膚水分蒸散の亢進に着目し、次の実験を行
った。
●���血糖値や時計分子の概日リズムが皮膚水分蒸散量
にどのように反映されるのか、１型糖尿病モデル
マウスを用いて多変量解析を行い、関連する因子
を同定した。

●���糖尿病外来で行うことのできる簡便な非侵襲的検
査候補として、皮膚水分蒸散量と、血糖あるいは
HbA1cの相関の検証を試みた。

〈結果〉
視交叉上核にて日内変動を制御し、自らも日内リズ

ムをもって発現する遺伝子と知られている時計遺伝
子（Bmal1、Per1、Per2、Cry1、Cry2）が、末梢組
織である皮膚においても概日変動を示すことがわかっ
た。さらに、体内環境を維持するために必要である、
水分蒸散量もリズムをもって概日的に変動しているこ
とがわかった。驚くべきことに、１型糖尿病マウスに
おいては、上記時計遺伝子の概日変動が消失してい
るとともに、水分蒸散量も正常マウスとは異なったパ
ターンが観察された。
糖尿病患者における皮膚水分蒸散量測定は、滋賀

医科大学倫理委員会に承認され、現在進行中である。
上肢屈側および背部に関しては健常人と比較して差
が出ていない。しかし、健常人と比較して有意差の
あると考えられる部位も同定しており、蒸散量の変化
と、血糖コントロールおよびHbA1c、或いは自律神
経障害との相関に関して明らかにすべく、現在サンプ
リング数を拡大中である。
〈考察〉
糖尿病をはじめとする代謝異常疾患では、体内ホ

メオスタシスを制御する時計遺伝子の概日リズムの消
失が中枢神経系および膵臓等の内臓では指摘されて
いるものの、皮膚における概日リズムの検証はなされ
ていなかった。本研究施行により末梢組織である皮
膚において、中枢神経系とは独立して概日リズムを刻
むことが明らかになり、更に糖尿病ではリズムが消失
することが明らかになった。糖尿病における概日リズ
ムの消失のメカニズムは今後の課題であるが、ヒトに
おいても、非侵襲的検査かつ簡便な皮膚水分蒸散量
を用いて健常人の概日リズムのテンプレートを作成で
きれば、糖尿病患者の皮膚水分蒸散量を外来で測定
することにより、血糖コントロールの善し悪しや創傷
が生じた場合の上皮化の予後を簡単に予想できると
期待される。
〈謝辞〉
本研究の遂行にあたり、貴会には言葉に言い尽く

せないほど感謝しております。年々財政縮小のあおり
を顕著に受けている地方大学の一教員の身にとって、
本助成金は大変有難く研究に使わせて頂きました。
この場をお借りして心より御礼申し上げます。

研究課題

免疫原性ドライアイの
眼表面における老化細胞の
慢性炎症機構への関わりと

新規治療法の開発

慶應義塾大学医学部眼科学教室特任准教授

小川葉子

〈研究目的〉
造血幹細胞移植は血液悪性疾患の根治療法として
確立され、世界的に年間で 5万例を超える造血幹細
胞移植が行われている。造血幹細胞移植後の合併症
のひとつである眼移植片対宿主病（GVHD）によるド
ライアイは眼表面粘膜と涙腺の免疫異常と線維化を
主体とした難治疾患であり、発症機構と病態形成の
解明、新規治療法の開発が医学的にも社会的にも必
要である。本研究ではヒト眼GVHDの病態を反映す
るマウスGVHDモデルにより、1）眼 GVHDにおけ

第 34 回 日本女医会
学術研究助成報告
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および免疫老化と慢性炎症機構の進展についての解
明へ繋がる可能性がある。涙腺慢性GVHDではドナ
ー骨髄幹細胞の遊走を促す誘因として、病態の初期
に老化したマクロファージの浸潤が関与する可能性
を示した。今後 p16 遺伝子改変マウス（がん研究会
がん研究所　原英二先生、大谷直子先生よりご厚意
により分与していただく）による経時的な検証を重ね
さらなる病態解明を目指したいと考えている。近年、
マクロファージの老化は動脈硬化や、加齢黄斑変性
などで病態に積極的にかかわる役割が報告されてお
り、治療の標的となる可能性もあり興味深いと考えら
れる。
研究成果は下記の学会にて発表された。

第 36回日本炎症再生医学会
2015 年 7月 22日東京
山根みお、小川葉子、鈴木孝典、向井　慎、坪田一男
マウスGVHD涙腺における免疫担当細胞の相互作用
〈謝辞〉　
本研究を遂行するにあたり、伝統ある日本女医会

学術研究助成賞を受賞させていただき津田喬子前会
長をはじめ研究助成選考委員の諸先生、日本女医会
会員の諸先生に心より深く感謝申し上げます。今後
本研究を臨床に還元できますよう、発展させていきた
く存じます。

るドナー間葉系細胞とマクロファージの相互作用の解
明、および 2）間葉系細胞と老化マクロファージの相
互作用による眼GVHDの発症と慢性化にかかわる分
子機構の解明を目指した。
〈研究計画・方法〉
骨髄幹細胞移植後のマクロファージと間葉系細胞

の局在、p16、p38などの老化マーカーおよび 8OHdG
などの老化ストレスマーカーの発現状態、相互作用
について超微形態を含めた免疫組織学的解析、分子
レベルの解析にて、対照と比較して評価した。ドナー
細胞のみを可視化するために、GFPマウスからGFP
標識全骨髄細胞および骨髄幹細胞を単離し、BALB/
cマウスに移植して評価した。
〈結果と考察・意義〉
新鮮ドナー骨髄幹細胞移植によるマウスGVHDモ

デルでは、ヒトのGVHD類似のドライアイや線維化
および炎症の発症時期を捉えられた。免疫組織学的
検討にて、病態の初期に毛細血管から浸潤するマク
ロファージにp16の発現が認められた。病変部初期
にGVHD涙腺に浸潤する炎症細胞の一部に p16を
発現する老化マクロファージが存在しT細胞へ抗原
提示をしていた。眼GVHD涙腺ではGFP陽性間葉
系細胞が免疫担当細胞と相互作用をしていた。慢性
GVHDに加え、ドライアイ及び線維化の発症機序、

第 5 回 提言論文 募集のご案内

課題　『女性医師自身の意識改革のための提言』
１．応募資格：医師および医学生
２． 応募要領：①1,200字以内 

②原稿はWordで執筆し電子メールに添付して応募して下さい。 
宛　　先：（公社）日本女医会　office@jmwa.or.jp
添付資料：提言の題名、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号、メールアドレス、所属・

役職名（医学生は大学名・学年も）を明記した別紙を添付して下さい。
３．入選者数：当会理事会による厳正な審査を経て３名以内の方を入選と致します。　
４．募集期間：平成 27年10月１日（木）～平成28年２月29日（日）※平成28年２月29日（月）送信分まで。
５．入選発表：平成27年４月１日（水）
６．表　　彰：平成 28年５月15日（日）開催の第61回日本女医会定時総会（東京・京王プラザホテルにて開

催予定）において行い賞金を授与する。
７．賞　　金：一人2万円
８．注意事項：・応募論文の版権は（公社）日本女医会に帰属します。 

・入選論文は（公社）日本女医会の会誌およびホームページに掲載されます。
９．提出・問い合わせ：公益社団法人日本女医会事務局　〒150-0002東京都渋谷区渋谷2-8-7　青山宮野ビル3階

TEL：03-3498-0571　FAX：03-3498-8769　e-mail:office@jmwa.or.jp （担当：事業部）
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公益社団法人日本女医会　第19回

ブロック懇談会 � 庶務部　馬場安紀子

平成 27 年 10 月 11日、鹿児島県医師
会館において第 19回ブロック懇談会を
開催しました。同会館の玄関前には、平
成元年に鹿児島県医師会創立100 周年を
迎えた際に建立された記念碑がありまし
た。日本女医会や日本医師会より長い歴
史がある医師会と知り、役員一同感銘を受けつつ入
館いたしました。
懇談会は、長友由紀子鹿児島支部長の開会のこと

ばで始まり、続いて山本纊子会長、野村秀洋鹿児島
県医師会副会長による挨拶がありました。
次に日本女医会から、山本会長が「日本女医会の
歴史と活動」、小関副会長が「同事業紹介」、前田理
事が「ナショナルコーディネータ報告」を講演しまし
た。

鹿児島支部からは、鹿児島県での女性医師支援活
動の紹介として、鹿児島県医師会常任理事で日本医
師会男女共同参画委員会副委員長の鹿島直子先生が
「鹿児島県医師会の取り組み」を、鹿児島大学講師で
同大女性医師等支援センター副センター長の増田美
奈先生が「鹿児島大学での取り組み」を講演されま
した。
県医師会、大学ともそれぞれに、医学生、高校生

等に対して、男女共同参画による医療体制の充実を
学ぶための講演会や懇談会、女性医師、理系女性研
究者支援の試み等数々の事業を積極的に行っている
ことが報告されました。特に私たちが注目したのは、
県医師会による院内保育園病児保育園訪問による保
育体制強化事業と、大学病院における週 4時間から
の勤務を認める多様な勤務形態を取り入れた画期的
かつ効果的な女性医師支援事業です。これら2つの
事業に対しては、午後からの総合討論で質問や賞賛
の声が相次ぎ、多くのことを学ばせて頂きました。
最後に、鹿児島大学医学部 5年生の新美愛さんが

「地域で活躍する医師となるために」と題して講演さ
れました。鹿児島大地域枠医学生の新美さんは、歯
科医のときに経験したトンガ王国でのボランティア活
動で学んだことや、医学部での離島実習など地域枠
独特な研鑽を積む中で生じた将来像への不安、新専
門医制度への疑問などを率直に語られました。これに
対し総合討論では、先輩女医からさまざまなアドバイ
スがあり、さらに新専門医制度へと討論は発展、濃
密な話し合いが持たれました。新美さんの終止真剣
な眼差しには志の高さが感じられ、将来は必ず誠実
な医療者になられることと思いました。
本会開催にご尽力下さった長柄光子先生をはじめ、

鹿児島支部の先生方に心から深謝申し上げます。

おもなプログラム

●日本女医会の紹介

	 １）日本女医会の歴史と活動の紹介

	 ２）日本女医会の事業紹介

	 ３）ナショナルコーディネータ報告

●鹿児島県での女性医師支援活動紹介

	 １）鹿児島県医師会での取り組み	

	 　「女性医師支援に関する医師会の取り組み」

	 ２）鹿児島大学での取り組み

	 　「鹿児島大学の女性医師支援」	

	 ３）鹿児島大学学生から

	 　「		地域で活躍する女性医師とな

るために」

●総合討論
ⓒ鹿児島県ぐりぶー

第 19回を迎えたブロック懇談会が、鹿児島支部の皆様、鹿児島県医師会のご協力を頂き開催されまし
たので、ここに報告いたします。
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東日本大震災
復興支援講演会（茨城）

東日本大震災復興支援金
交付事業を開催して

茨城支部　出口葉子

平成 27 年 7月 20日海の日に、大洗町で東日本大
震災復興支援金交付事業を開催致しました。
会員の皆様方の心温まる義援金により催すことが

でき、心より感謝いたします。
当日は山本纊子会長・小関温子副会長・馬場安紀
子理事・樋渡奈奈子理事・山崎トヨ監事に御列席頂
き、有意義な会を催すことができました。
今回の交付事業は震災に因んだ内容で、第一部で

は津波に襲われながら一名の死傷者も出さず、迅速
な避難誘導とその後の処理で、世界中に有名となっ
た大洗町町長小谷隆亮氏をお迎えし、『津波と震災か
らの復興』と題して御講演頂きました。被災当時の
映像を会員の皆様は息を詰めて御覧になっていまし

た。その後の復興の様子より、震災後の後片付けの
あり方、常日頃からの住民の方々とのコミュニケーシ
ョンの在り方などを学ばせて頂きました。
第二部では、茨城県は東海村をはじめ原子力関連
施設が多く存在し、隣接県の福島原発事故により市
民生活のみならず農林水産物も多大な被害を受けた
ため、放射線を過剰に恐れ、茨城県産の食材を一切
口にしない人が多くおります。放射線を正しく理解し
て頂くため、日本医学物理学会の森信二先生をお迎
えし、『放射線と私たちの生活』について御講演頂き
ました。定員50名の枠に100 名以上の方に御参加頂
き、日常生活に必要な放射線の知識を得ることができ
大変有意義な講座でした。講座終了後には、参加の
皆様方からの質問も多数あり、県民の放射線に対す
る関心の深さが伺える講座でした。
久々の茨城支部会開催でしたが、会長はじめ本部

の先生方からの状況報告を伺い、支部会員数が 18名
と少ない茨城は今後会員募集活動をはじめ日本女医
会を盛り上げる活動の必要性を再認識する一日でし

た。今回の開催に
つきましては、本
部の皆様方より多
大な御尽力をいた
だきました。関係
諸先生方に紙面を
お借りして御礼申
し上げます。

	 義援金報告	 	 	 	 （Ｈ 27．9末現在）

会員の皆様からお預かりしております東日本大震災義援金より、下記の通り使用致しました事をご報
告いたします。
・茨城支部……被災地訪問と「被災地放射能の影響を学ぶ市民講座」講演会　50万円
・��福島支部……福島の子供たちの為に、「NPO法人郡山ペップ子育てネットワーク」を通じて、屋内遊
具購入費　50万
・上記両支部への役員出張交通費等の費用……93,500円　　　　
・日本赤十字への寄附　50万円� （義援金残金：1,792,012円）
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国際女医会通信
4月から6月に起こった世界の出来事

5
The Letter from 
Medical Women’s International Association 
（MWIA）

噴火、台風、洪水、地震と日本でも天災が続いてお
りますが、世界でも様々な出来事が起こっております。
今回は、6月末に届いたニュースレターからの抜粋を
お届けいたします。

● 会長Prof. Park（韓国）からのメッセージ
4月に起こったネパールでの大地震に対する国際女医会

からのサポートについて討議しました。MWIAの地域の
副会長とメンバー国に支援を要請したところ、ラテンアメ
リカのDr.�Viteriと西太平洋のDr.�Yamamoto（山本纊子
日本女医会会長）が快い返事をくれました。また、ネパー
ルに義援金をいただいたエクアドル、ペルー、日本、台湾、
韓国に感謝いたします。私は7月7日〜10日にネパール
を公式訪問し、大統領とお目にかかる予定になっています。
詳細は次回のレポートで報告いたします。
5月末には韓国で中東呼吸器感染症（MERS）が流行し

ました。韓国政府の対応が遅れたことが感染症の拡大に寄
与しました。Dr.�Ahn�MO、Dr.�Kim�SH、Dr.�Kim�BOら
がMERS感染拡大阻止に尽力され、現在は終息に向かっ
ています。
MWIAの代表として国連に参加していたDr.�Padmini�

（Mini）�Murthy が CSW（Commission�on�the�Status�of�
Women）�NGO（女性の地位に関する国連委員会）の代替
代表に再選されたことにお祝いを述べたいと思います。
●   事務局長Dr. Ross（カナダ）  

からのお知らせ
4 月24日の週末は太平洋の両側で行事が開催されまし

た。台湾で西太平洋地域会議が開催され、成功裏に終わ
ったと報告されました。私は同時期に開催された米国女医
会に出席し、こちらも成功裏に終了いたしました。MWIA
は 2019 年に米国で開催される国際女医会の100 周年行事
を心待ちにしています。どのように祝うかのアイデアを各
国の女医会でも考えて欲しいと思います。
5 月にはWHOのWorld�Health�Assembly に MWIA

からの代表であるDr.�Clarissa�FabreとNear�East�and�
Africaの副会長であるDr.�Shafika�Nasserと共に出席しま
した。現在進行中の課題である安全な出産のためのチェッ
クリスト、性的暴行、女性器切除（女子割礼）、思春期の
健康、中絶への公平なアクセス、などを含む計画を固めな

おす良い機会となりました。
Dr.�Gabrielle�Casperの尽力によって、オーストラリアの

宝くじの収益から超音波の機械をアフガニスタンに寄付す
ることができました。
2015年に開催予定の地域会議は以下の通りです。7月8

〜 10日：ガーナでNear�East�and�Africa 地域会議、9月
25〜 27日：カナダで北アメリカ地域会議、11月14日：ベ
ルギーで南ヨーロッパ地域会議、12月6〜 7日：インドで
中央アジア地域会議。
● MWIAのWHO代表からの報告
MWIAは安全な出産のためのチェックリスト（Safe�

Childbirth�Checklist;�SCC）と我々の作成した家庭内暴
力と性的暴力のハンドブックを重要視しています。Dr.�
Rosemary�Oguはナイジェリアのいろいろなセンターでチ
ェックリストのパイロット的使用を行いました。正式には
10月にメキシコでお披露目される予定です。
WHOは最近性的暴行に対するクリニカルハンドブック

を出版しました。このハンドブックに対するMWIAから
の反応を期待しています。興味のある方は以下にアクセ
スして下さい。http://www.who.int/reproductivehealth/
publications/violence/vaw-clinical-handbook/en/
● 訃報
MWIAの名誉会員である山崎倫子先生が 5月29日に
96歳でご逝去されました。生前山崎先生がご自身の所有
されていた土地を武蔵野市に寄付されたため、7月6日（正
しくは6月6日です）に武蔵野市が主催で葬儀が執り行わ
れました。
● お知らせ
第30回国際女医会議が 2016年 7月28〜 31日にオース

トリアのウィーンで開催されます。参加登録および演題登
録が開始されています。HPは�www.mwiavienna2016.org.
です。
See�you�soon!
� 文責　前田佳子

＜お詫びと訂正＞
第223号に掲載させていただいた「国際女医会通信�No.4」の内容に一部
誤りがありましたので、お詫びと共に訂正させていただきます。本年 4月に
開催された国際女医会西太平洋地域会議に参加していただいた先生のお名
前に、前副会長の澤口彰子先生が記載されておりませんでした。
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公益社団法人日本女医会

（（（理事会議事録）））
平成27年度第2回理事議事録

１．日時　平成 27年 6月20日（土）
　　午後 3時 30 分～ 6時 00 分
２．場所　日本女医会　会議室
３．出欠席者
１）出席者
理事　
山本纊子 大谷智子 小関温子
川村富美子 澤口聡子 鈴木カツ子
田辺晶代 津田喬子 中田惠久子
花岡和賀子 馬場安紀子 樋渡奈奈子
福下公子 藤川眞理子 前田佳子
吉馴茂子

監事　
松井比呂美 山崎トヨ

２）欠席者
理事　
塚田篤子 岩﨑惠美子 江畑理佳
齊藤惠子 諏訪美智子田中優子
中川やよい 宮﨑千惠 矢口有乃

※開会に先立ち山本会長より、5月
29日に逝去された山﨑倫子先生
のご葬儀、献花などの対応につ
いて説明があった。

1．継続審議事項
１．静岡県掛川市「吉岡彌生賞」
への後援について

 （山本会長）＜継続＞
・山本会長より、掛川市より新たに
提案された「子ども吉岡彌生賞」
について説明があり、討議の結果、
後援については保留とすることとな
った。
２．役員慶弔費等内規の変更につ
いて （馬場理事）　＜承認＞

・馬場理事より、前回理事会におい
て提示された役員慶弔費等内規に
ついて説明があり、内規案が承認
された。
３．東日本大震災被災地への継続
的支援について

 （山崎監事）＜承認＞
・山崎監事より、茨城及び福島への
支援について説明があり、検討の
結果各支部へ 50万円ずつを贈呈
することを決定した。なお、両支
部には支部の名称許諾申請の提
出を依頼することとなった。
４．支部と担当理事について
 　（大谷副会長）＜継続＞
・大谷理事より、支部許諾に関して
新たな申請のお願い文書を作成
し、次回理事会の検討材料とする
旨が述べられた。

2．審議事項
１．第 60 回定時総会の報告と反
省　

・山本会長より、総会開催への協力
に対する感謝が述べられた。
２．第 61回定時総会について
 （馬場理事）＜承認＞
・馬場理事より、次期総会と同時開
催される公開講演会の演者、演題
等に対する提案を募るお願いと、
懇親会は東京都支部連合会が主
催で開催される旨が述べられ、承
認された。
３．企業等に対する寄附の依頼に
ついて （山本会長）＜承認＞

・山本会長より、企業に対する継続
的な寄附の依頼を企画しているた
め、各理事にも協力をお願いした
い旨が述べられた。資料として提
出された寄附依頼の文書につい
て、次回の理事会において承認を
することとなった。
４．平成 27年 4月・5月会計報告
承認 ＜承認＞

・平成 27年 4月、および 5月の会
計報告が承認された。
５．平成 27年度第1回理事会（4
月）議事録承認 ＜承認＞

・平成 27年度第 1回理事会（4月）
議事録のうち、渉外部報告の藤川
理事の発言については、藤川理事
が訂正と補足を加えたいとの要望
があり、それらを盛り込むこととな
った。
６．その他
１）日本女医会の所属女性団体につ

いて
・澤口理事より、欠席の諏訪理事
より提出された意見書が代読され
た。 
「日本女医会の政治的な中立性を
保つためにも、市川房枝記念会女
性と政治センター、国際人権完全
実施促進連絡会議の2団体への
参加の是非について検討するべき
ではないか。年会費の納入前の審
議をお願いしたい」
・その後、資料に基づき澤口理事よ
り現在、日本女医会が加盟してい
る団体について説明があり、山本
会長からも補足説明があった。と
くに国連 NGO国内婦人委員会に
ついては、国際婦人年連絡会の中
の加盟団体として会費を支払うこと
について疑問が呈された。
・これに対し、松井監事より渉外部
に所属していた経験から、「市川
房枝記念会女性と政治センター」
については所属の必要性はみられ
ないが、国際婦人年連絡会、並び
に国連 NGO国内婦人委員会につ
いては構成団体の位置を保つべき
である旨の意見が述べられ、当該
2団体については年会費を引き続
き支払うこととなった。

3．報告事項
１．各部、NC報告
１）庶務部報告
・馬場理事より、第 19回ブロック懇
談会（10/11　於：鹿児島県医師
会館）の進捗について報告があっ
た。
・花岡理事より2015 年度版名簿作
成の進捗について報告があった。
・また福下理事より、欠席の多い理
事に対する対応を検討する必要が
ある旨意見が述べれられた。
２）広報部報告
・田辺理事より、会誌 223号の進捗
について報告があった。
３）渉外部報告
・小関副会長より、2015NGO日本
女性大会第 5回準備委員会（6/3）
の報告があった。
４）学術部報告
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・前田理事より、HP「新しい治療と
トピックス」に関する報告があった。
５）事業部報告
・津田理事より「なごやか」執筆依
頼状況の報告があった。
・平成 27年度、28 年度の公開講演
会の募集について検討している旨
報告があり、次回理事会の審議
事項とすることとなった。
・吉馴理事より、提言論文の募集に
ついてH27年 8月1日からH28
年 2月28日とする案が述べられ、
次回理事会で承認を得ることとな
った。
６）ナショナルコーディネータ報告
・前田理事より台湾での国際女医会
西太平洋地域会議の簡単な報告
があり、詳細は日本女医会誌 223
号に掲載される旨報告があった。
２．委員会報告
１）男女共同参画事業委員会
・前田理事より、今年度の講演会準
備の進捗について報告があった。
２）小児救急事業委員会
・大谷副会長より、「どうしよう…子
どもの救急」の販売状況の報告
があった。
３）MsACT委員会
・藤川理事より7/19にミーティング
を予定している旨報告があった。
３．その他
１）小関副会長より、山﨑倫子先生
のご逝去に際し、6/3にご自宅
に伺い、御遺族の月子様にお目
にかかり、献花を行った旨報告
があった。

公益社団法人日本女医会

（（（理事会議事録）））
平成 27 年度第 3 回理事議事録

１．日時　平成 27年 7月18日（土）
　　午後 3時 30 分～ 6時 00 分
２．場所　日本女医会　会議室
３．出欠席者
１）出席者
理事　
山本纊子 大谷智子 小関温子
塚田篤子 岩﨑惠美子 川村富美子
諏訪美智子 田中優子 津田喬子
中田惠久子 花岡和賀子
馬場安紀子 樋渡奈奈子
福下公子 前田佳子 宮﨑千惠
矢口有乃

監事
松井比呂美　山崎トヨ
２）欠席者
理事　
江畑理佳 齊藤惠子 澤口聡子
鈴木カツ子 田辺晶代 中川やよい
藤川眞理子 吉馴茂子

※開会に先立ち、山本会長から7
月11日に宮城県女医会の定例総会
に出席した旨報告があった。

1．継続審議事項
１．第61回定時総会について
 ＜継続＞
・馬場理事より、公開講演会の演者
を年内に決定するために、候補の
推薦をお願いしたい旨発言があっ
た。
・山本会長より、次回の役員選出の
際の役員定数について以下の説明
があり、承認は次回に持ち越され
た。
　①平成 26 年の第 59回定時総会

において、今後役員定数を22
名以内とすることが承認されて
いるが、定数を奇数とするため
に次回の選挙の定数は 21名と
する。

　②また、選出地区の会員数と選出

理事数の比率を考慮する。
２．静岡県掛川市「子ども吉岡彌生
賞」への後援について

 （山本会長）＜承認＞
・山本会長より、静岡県掛川市「こ
ども吉岡彌生賞」の進捗と後援依
頼について説明があり、金銭援助
を含まない名義後援を年毎に依頼
していただき、都度検討すること
が承認された。
３．企業等に対する寄附の依頼に
ついて （山本会長）＜承認＞

・山本会長より資料に基づき、企業
に対する寄附の依頼状の説明があ
り、同文書に税金の控除に関する
文言を加え、寄付の依頼を行うこ
とが承認された。
４．支部と担当理事について
 （大谷副会長）＜承認＞
・大谷理事より、名称許諾申請が送
付されていない支部に対して、再
度申請の依頼を行うとともに、担
当の理事の紹介を行う旨が説明さ
れ、承認された。

2．審議事項
１.公開講演会助成について
 ＜承認＞
・津田理事より北海道女性医師の会
から申請されている講演会（10/31）
への助成について5万円の助成の
提案があり、承認された。
２．公開講演会助成の募集期間に
ついて ＜承認＞

・津田理事より、資料に基づき公開
講演会助成の募集期間の変更案
が提案され、第 3案の「通年で募
集し、都度理事会で検討する」方
法が承認された。
３．提言論文の募集期間について
 ＜承認＞
・津田理事より、以下の期間が提案
され、承認された。 
平成 27年 8月1日～平成 28 年
2月28日（当日送信分まで）平成
28 年 4月1日発表　5月総会で表
彰
４．ゆいネットの講師派遣について
 ＜継続＞
・津田理事より、委員会内で検討さ
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れている、ゆいネット委員を講師と
して講演会に派遣するプロジェクト
案についての説明があった。本件
については、今後も委員会内で検
討し、その進捗を理事会に報告す
ることとなった。
５．平成 27年度ゆいネット活動計
画案　 ＜承認＞

・津田理事より、H27年度のゆいネ
ットの活動計画について説明があ
り、H28.1/17の岐阜・愛知合同の
協議会の開催が承認された。
６．平成 27年 6月会計報告承認
 ＜承認＞
・5月7日～11日に行われたメール
会議において、国際女医会を通じ
たネパール地震への寄附が決定さ
れた旨を追記することで承認され
た。
・尚、塚田副会長より病欠の続いて
いる江畑理事について、当分の間、
塚田副会長が会計部長を兼任する
との提案があり、承認された。
７．平成 27年度第 2回理事会（6
月）議事録承認 ＜承認＞

・下記 2点について変更を加え、平
成 27年度第 2 回理事会（6月）
の議事録が承認された。
　１）5月7日～11日のメール会議

について追記
　２）庶務部報告での福下理事の

発言を以下に訂正 
欠席の多い理事に　→　長
期欠席の理事に

８．その他
・山本会長より、9月3日に内閣府
による立入検査が行われる旨が報
告された。これについて、各担当
理事で事業内容に関する説明がと
くに必要と思われる場合は、事務
局まで概要説明を送るよう要請が
あった。
・また、山本会長より、女医会年金
の返金が止まっている川浪祥子先
生との連絡が取れた旨報告があっ
た。

3．報告事項
１．各部、NC報告
１）庶務部報告

・馬場理事より、第 19回ブロック懇
談会（10/11・鹿児島）の進捗につ
いて報告があった。
・花岡理事より、2015 年度版名簿作
成の進捗について報告があった。
（ハガキ返送数 680 通）
・前回理事会で承認された役員慶弔
費等内規が配布された。
・馬場理事より、本年の事務局夏季
休業の日程を8/13～ 8/14とする旨
報告があった。
２）広報部報告
・会誌 224号の進捗について報告
があった。
３）渉外部報告
・諏訪理事より、国連 NGO婦人委
員会から国連への派遣について
は、今年度はまだ未定であること
が報告された。
・小関副会長より、第 6回 NGO日
本女性大会準備委員会（7/2）に
出席した旨報告があった。その報
告内での、昨年度の矢口理事国
連第三委員会への派遣に関する発
言に対して、矢口理事より明確な
説明が求められた。これに対し、
小関副会長は矢口理事派遣の推
薦について疑問を呈したが、津田
前会長、及び他の理事から決定の
経緯などが説明され、山本会長が
それを確認した後に承認された。
４）学術部報告
・前田理事よりHPの記事に関する
報告があった。
５）事業部報告
・津田理事より「なごやか」の執筆
者を募集している旨の報告があっ
た。
６）ナショナルコーディネータ報告
・前田理事より、会誌 224号に掲載
予定のNC便りについての報告が
あった。
２．各委員会報告
１）長寿社会福祉委員会
・山本会長より、福祉医療機構助
成金の申請中である旨報告があっ
た。
２）小児救急事業委員会
・大谷副会長より「どうしよう…子ど
もの救急」の販売状況について報

告があった。
３）十代の性の健康支援ネットワー
ク事業委員会

・津田理事より1月に岐阜・愛知で
合同の報告会が開催される旨報告
があった。
３．その他
１）茨城・福島への義援金の贈呈に
ついて

・山崎監事より、茨城・福島両県に
おいて支部許諾申請を受けたほ
か、茨城では 7/20に講演会が開
催される旨報告があり、参加の呼
びかけがあった。
 以上

　平成 27年度第 1回理事会での渉外
部報告での藤川理事の発言について、
藤川理事より発言は以下の意であると
の指摘がございましたので、掲載いた
します。

・藤川理事よる国際婦人年連絡会と日
本女医会との関係性についての説明

　同会には政治的立場はいわゆる左か
ら右までの団体が所属しており日本女
医会のスタンスとしては一定の政治的な
立場にとらわれる必要はないとの回答
があったが、現状では同会の中心的運
営者の意向が会の総意となっているの
ではないか、との疑問が山本会長より
呈された。これに対し藤川理事からは、
この会が日本女医会にとって重要なの
は内閣府、厚生労働省、外務省、文部
科学省など政府の各機関等に対して政
策提言ができる団体であることである。
その意味において日本女医会から声を
出すこともできることは重要である。国
際的に（日本女医会が参画した外務省
委託事業であるアラブ女性交流事業に
よる）ヨルダン、シリア、エジプトとの
関係を保つためにも（メンバーであるこ
とが）必要な会であるとの回答があっ
た。また、日本女医会として同会内で
発言を続けていくことが重要である旨
が述べられた。
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日本女医会 荻野吟子賞 候補者募集のご案内
公益社団法人日本女医会は、女性として初めて公に医師の資格を与えられた荻野吟子の偉業を称え、その名

を永久に伝え、女性の地位向上を図ることを目的として、「日本女医会荻野吟子賞」を制定しています。
本賞の候補者を募集致しますので、募集要項にしたがってご申請下さいますようお願い申しあげます。

募集要項
１．対象	 独自の活躍をもって、女性の地位向上や市井の医療に著しい貢献をした女性医師（原則として１名）

に与える。但し、同賞を受賞したことのある者、及び日本女医会吉岡弥生賞を受賞したことのある
者は応募することはできない。

２．候補者の推薦	 日本女医会員による推薦が必要である。
３．提出書類	 所定の様式の履歴書、推薦状を日本女医会事務局まで簡易書留で郵送する。
４．申込期限	 平成27年12月25日（当日消印有効）
５．表彰	 平成 28年 5月15日開催の第61回日本女医会定時総会（京王プラザホテルにて開催予定）にお

いて行い、賞状、記念メダルおよび副賞を授与する。副賞は5万円とする。
６．問い合せ先	 公益社団法人日本女医会事務局 

 （担当：事業部）

日本女医会 吉岡弥生賞 候補者募集のご案内
公益社団法人日本女医会は、日本における女性医師の育成の礎を築いた吉岡彌生の偉業を称え、その名を永

久に伝えるとともに、女性医師の医学、または社会への貢献を図ることを目的として「日本女医会吉岡弥生賞」
を制定しています。
本賞の候補者を募集していますので、募集要項にしたがってご応募下さい。

募集要項
１.対象	 公益社団法人日本女医会の最高の賞として、次のいずれかに該当する女性医師各１名に授与する。

１）医学に貢献した女性医師　２）社会に貢献した女性医師。但し、同賞を受賞したことのある者、
及び日本女医会荻野吟子賞を受賞したことのある者は応募することはできない。

２.候補者の推薦	 日本女医会員２名以上の推薦が必要である。
３.応募方法	 所定の様式の履歴書及び推薦状と、下記の内容の業績目録を添えて、日本女医会事務局まで簡易書留

にて郵送する。         
業績目録　１）「医学に貢献した女性医師」に応募の方●査読のある欧文の医学雑誌に掲載された
論文のうち筆頭著者3編以上を含む5編の全文●上記以外の査読のある国内外の医学雑誌に掲載
された代表的な論文のうち筆頭著者7編以上を含む10編の論文名、著者名と抄録　２）「社会に
貢献した女性医師」に応募の方●国内外での医療・保健・福祉活動、女性医師支援および女性医
師の地位向上等における業績報告書　１）２）に共通の業績●国内外の学会等での特別講演、招
聘講演の演題名、講演年月日、学会名、開催地等●国内外での活動および国際貢献に対する受賞歴：
賞の名称と受賞理由、授与者名及び団体名、受賞年月日

４．申込期限	 平成27年12月25日（当日消印有効）
５．選考及び発表	 選考委員会において選考の上、申請者宛に通知する。
６．表彰	 平成 28年 5月15日開催の第61回日本女医会定時総会（京王プラザホテルにて開催予定）にお

いて行い、賞状、楯および副賞を授与する。
７．問い合せ先	 公益社団法人日本女医会事務局 

 （担当：庶務部）
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第36回　日本女医会学術研究助成のご案内
日本女医会では医学の発展・向上に寄与する研究を行っている会員の方々の学術研究に対し、助成事業を行
ってまいりました。平成 24年 4月に公益社団法人に移行いたしましたので、第 33回より日本国内在住の女性医
師を対象として優れた研究に対して、助成を行うこととなりました。つきましては、希望者は下記応募要領にし
たがって当会宛てにご申請くださいますようお願い申し上げます。

記

1．助成の趣旨：後進の研究助成を図り、医学分野の発展、向上に寄与する事を目的とする。
2．助成金額：1 件 30万円まで、採択件数は 3件以内。
3．申し込み手続き：
	 1）応募資格
	 　①申請締切時において満 45歳未満の日本国内在住の女性医師。
	 　②	同一研究課題により他機関の助成を申請している、または助成を受けている場合は、当研究助成の申請を認

めない。
	 　③助成を受けた後に上記に抵触することが判明した場合には、助成金の返還を求めることがある。
	 2）助成期間　原則 1年間。同一人が重ねて申請をする場合は 5年以上の間隔をおくこと。
	 3）応募方法　	日本女医会ホームページ（http://jmwa.or.jp/joseikin.html）より所定の用紙をダウンロード

して作成し、電子メールに添付して応募。宛先：（公社）日本女医会　office@jmwa.or.jp
	 4）申込期限　平成 27年 12月 25日必着。
	 5）選考及び発	表方法　選考委員会において選考の上、平成 27年 3月開催の日本女医会理事会で決定し、申請

者宛てに通知する。
	 6）助成金の贈	呈　平成 28年 5月 15日開催の第 61回日本女医会定時総会（京王プラザホテルにて開催予定）

の席上。被授与者または代理人が必ず出席すること。
	 7）被授与者の本会に対する報告
　	 　①	平成29年9月8日までに研究経過報告書（日本女医会誌掲載用）と収支報告書を提出。また、ホームページ「学

術研究助成受賞者の軌跡」欄（http://jmwa.or.jp/kiseki/index.html）にも寄稿することを承諾する。
	 　②	被授与者は、本助成金授与後 3年以内に本助成金を受けた研究であることを明記した論文の別刷 10部を提

出し、日本女医会誌等に掲載することを承諾する。
	 8）問い合わせ先　	公益社団法人日本女医会事務局　

日本女医会学術研究助成　第1回	溝口昌子賞のご案内
平成 25年に逝去された故溝口昌子先生の御遺志により寄附された基金から、女性医師のキャリアアップと永

年勤続を目的として設立されました。希望者は、下記募集要領にしたがって当会宛てにご申請下さいますようお
願い申し上げます。

記

１．助成の趣旨：女性医師のキャリアアップと永年勤続を目的とする。
２．助成金額：1 件 30万円とし、原則毎年 1名に授与する。
３．応募資格：��申請時に満55歳未満で、大学病院または総合病院等に臨床の常勤医として役職に就いて勤務しており、

臨床、研究、教育、社会活動等を行っている日本国に在住の女性医師（教授は除く）。
４．提出書類：	１）所定の様式の履歴書、推薦状　２）研究に関する自著を含む共著論文　2編　３）公益社団法

人日本女医会会員（選考委員を除く）2名の推薦状　４）誓約書　５）業績目録　以上の書類を日
本女医会事務局まで簡易書留で郵送する。

５．申込期限：平成 28年 2月 29日（当日消印有効）
６．表彰：平成 28年 5月 15日開催の第 61回日本女医会定時総会（京王プラザホテルにて開催予定）において行う。
７．問い合わせ先：公益社団法人日本女医会事務局	 （担当：学術部）
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北国では紅葉の季節が足早に過ぎ、雪の便りも聞かれる今日
この頃、お元気にご活躍のことと拝察いたします。社会で活躍
する女性を増やすため、先の国会で「女性の活躍推進法」が制
定されました。労働者301人以上の会社は管理職や採用者に
占める女性の目標数を発表しなければなりません。短期間で効

果を上げるため、10年間の法律になりました。スイスの世界経済フォーラム
2014年の報告書で、日本女性の地位は世界142カ国中104位で前年より順
位が一つ上ったものの、相変わらず先進国の中で最も低い国の一つです。
巻頭言で小関温子理事が故・山崎先生、故・溝口先生について「偉大なる

女性医師」という題で紹介しております。ほんとうにグレイトな女性医師に脱
帽です。矢口有乃理事が昨年に引き続き国連第三委員会へ派遣されます。日
本女医会会員は国際女医会会員でもあります。ＮＣ報告、国際女医会通信も
ぜひお目通しください。折しも二人の日本男児がノーベル賞を受賞しました。
内助の功も美徳ですが、日本女性が主役となる日を夢見て、仕事が終われば
今日もまた、夕飯の準備が待っています。 （鈴木カツ子）
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以下のとおりお知らせいたします。ご協力ありがとうございました。

山田邦子（群馬）、梶野友世（愛知県）
故・山㟢倫子先生よりの遺贈金として（都下東）

「2015	NGO日本女性大会」のお知らせ
日時　：　2015年 11月 22日（日）　午前 10時～午後 4時 30分
会場　：　東京女子医科大学　弥生記念講堂

NGO日本女性大会は民間女性団体の集まりである国際婦人年連絡会主催で 5年毎に開催されています。現在加盟団
体は日本女医会を含め36団体となっています。今年度の大会会場は日本女医会の初代会長である吉岡彌生先生にゆかり
のある東京女子医科大学の弥生記念講堂で行われます。“めざそう！203050　平和な未来のために”を今大会のテーマ
に世代と分野を超えて語り合います。11月の連休中ですが、皆様お誘い合わせの上、是非ご参加くださいますようお願
い致します。なお詳細は会誌に同封してありますNGO2015日本女性大会のチラシをご参照ください。

� （文責／渉外部部長　諏訪美智子）

公益社団法人日本女医会
第 61回定時総会のお知らせ
平成 28年度の定時総会を、東京におきまして下記

の要領で開催致します。ご多用とは存じますが、ぜ
ひご出席賜りますようお願い申し上げます。

＜会場＞　京王プラザホテル
　〒160-8330　東京都新宿区西新宿2-2-1
　電話　03-3344-0111
＜日時＞　平成28年5月15日（日）

�（詳細につきましては、追ってお知らせ申し上げます）

会員動静（平成27年9月30日現在・敬称略）

氏　名 支　部 卒　年

入会

綿谷かおる 宮城 昭 62
松下真理 北 昭 52
自見英子 千代田 平 16
谷　眞弓 千代田 昭 59
三﨑貴子 神奈川 昭 62
岡本和美 奈良 昭 47

退会 10 名

物故

藤崎直枝 群馬 昭 39
行定法子 埼玉 昭 20
渡辺久代 岐阜 昭 52
渡部洋子 佐賀 昭 46
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